
対象期間(令和４年４月１日～令和５年３月３１日)

２０２２(令和４) 年 度

江別清掃株式会社

令和５年7月1０日発行



当社は、廃棄物の収集運搬業者として、循環型社会の推進を担うため事業活動を通し
て地球環境への影響負担を軽減させ、限りある資源を大切にし、地球環境保全と人の
安全に配慮し、持続的発展社会の実現に向けて貢献いたします。

１、　事業活動において関係する法規制、取決事項、自主規制などを遵守いたします。

２、　環境理念・方針を社員に周知徹底し、安全の確保、緊急時の対応に備え環境・
　　　安全に対する自らの責任を自覚し行動するために、教育・訓練を継続的に推進
　　　いたします。

３、　事業活動において、環境に及ぼす影響を評価し環境目標および目的を設定し、
　　　さらに、環境汚染防止を推進し、環境マネジメントシステムの継続的改善を行
　　　います。

４、　省エネルギー、リサイクル製品の購入を推進いたします。

５、　環境理念・方針を積極的に開示し、地域社会とのコミュニケーションを行い信
　　　頼構築に努めます。

６、　環境経営の継続的改善に努めます。

制 定 日　平成１８年 ３月１６日
改 定 日　平成２４年 ６月　１日

代 表 取 締 役      日 髙　淑

（１）

 江別清掃株式会社　　　　環境宣言

「環境理念」

「環境方針」

江 別 清 掃 株 式 会 社



■　会社概要

１）社名及び代表者名

　　：江別清掃株式会社

　　：代表取締役社長　　日髙 淑

２）所在地

　　：北海道江別市角山６９番地２７

３）環境管理責任者及び連絡先

　　：業務管理係長　　難波　淳

　　：北海道江別市角山６９番地２７

　　：ＴＥＬ：（０１１）３８３－３２６１ ＦＡＸ：（０１１）３８３－３２６２

　　：ＵＲＬ：http://www.ebetsuseisou.jp フリーダイヤル：０１２０－９７３－４２０

４）事業内容

　　：一般廃棄物収集運搬業務

　　：産業廃棄物収集運搬業務　

　　：有価物（古紙、金属くず等）の収集運搬業務

５）沿革

　　：１９８０年４月設立

６）資本金

　　：１０，０００千円

７）令和３年度売上高　

　　：４２０百万円

８）事業規模

単位 2022年度

産業廃棄物取扱量 ㎏ 1,254,240

一般廃棄物取扱量 ㎏ 3,901,616

人 30
m2 403.92

敷地面積（倉庫） ｍ2 194.40
台 32

＊廃棄物取扱量及び循環資源投入量に関しましては、2011年度より事務コンのデーター
　を算出し記載しております。

（２）

活動規模

従業員
敷地面積（社屋）

業務車両台数



９）組織図

目標２

１０）許認可一覧表

動物のふん尿・動物の死体・ばいじん　　　

廃石綿等・感染性産業廃棄物　　

事務担当

リサイクル率の向上

専務執行役員

櫻井　浩幸

許可年月日：令和5年７月１日

有 効 期 限

一般廃棄物収集運搬業許可番号：第１０号 収集・運搬

代表取締役社長

 許可年月日：令和元年７月５日

営業部長
業務管理係長

収集・運搬 北海道

事業内容

事 業 の 範 囲

有 効 期 限

業務係長

自治体名

目標３
車両修繕費年間目

目標１

標に対して削減

日髙　淑

（アルミ缶・ス
チール缶・ペット
ボトル・ビン）

難波　淳

（石狩支庁）

環境管理責任者

特別産業廃棄物収集運搬業許可番号：第００１５００１８７４１号

江別市 令和7年6月30日

許 可 の 内 容

産業廃棄物収集運搬業許可番号：第００１１００１８７４１号

一般廃棄物（し尿・浄化槽汚泥を除く）

許 可 の 内 容 事業内容

事 業 の 範 囲

有 効 期 限

（石狩支庁）

事 業 の 範 囲

産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び南空知公衆衛生組合一般廃棄物の処理に関する条例及び条例施行
規則を遵守すること。

収集・運搬 北海道 令和8年11月16日

積替保管

業務課長

ボランティア活動

令和6年6月7日

（３）

一般廃棄物収集運搬業許可番号：第５２４号 収集・運搬 令和6年3月31日

事 業 の 範 囲

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類）・廃酸（㏗　2.0以下のもの）・廃アルカリ（㏗　12.5以上のもの）

自治体名 有 効 期 限

長沼町・南幌
町・由仁町

自治体名

動物系固形不要物・ゴムくず・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・鉱さい・がれき類

燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動物性残さ

業務主任

許可年月日：令和４年４月１日

総務係長

許 可 の 内 容 事業内容 自治体名

許可年月日：令和３年１１月２６日

許 可 の 内 容 事業内容



１１）積替保管施設概要

施設の種類 面積 保管上限 高さ

保管場所1 4ｍ2 6ｍ3

保管場所2 4ｍ2 6ｍ3

保管場所3 4ｍ2 6ｍ3

保管場所4 42ｍ2 21ｍ3 1.5ｍ

保管場所5 42ｍ2 21ｍ3 1.5ｍ

保管場所6 24ｍ2 8ｍ3 1.0ｍ

保管場所7 16ｍ2 5.3ｍ3 1.0ｍ

保管場所8 13.6ｍ2 3.8ｍ3 0.85ｍ

保管場所9 1.56ｍ2 1.9ｍ3

保管場所10 1.56ｍ2 1.9ｍ3

保管場所11 1.56ｍ2 1.9ｍ3

１２）業務使用車両の概要

規　　格

１１トン

７トン

４トン

５トン

４トン

２トン

７５０㎏

４トン

大型車 １台

準中型車 １台

大型車

中型車

準中型車

２トン

４００㎏

軽自動車 軽貨物

ハイエース １トン １台

１トン

江別市角山69番地27

箱型貨物

キャブオーバ　（ユニック）

塵芥車

金属くず

１台

キャブオーバ　（小型車）

ダンプ

江別市角山69番地27 廃プラスチック類

種類

金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び
陶磁器くず（廃蛍光管）

２台

江別市角山69番地27

設置場所

江別市角山69番地27 汚泥、金属くず（廃乾電池）

車　　種 台　　数

　　（４）

バン

保冷車

キャブオーバ　（ユニック）

６台

１台

フックロール車

フックロール車

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コ
ンクリートくず及び陶磁器くず（廃OA機器）

３台

江別市角山69番地27

１台

１台

江別市角山69番地27

ダンプ

江別市角山69番地27

江別市角山69番地27

木くず

２台

１台

がれき類（石綿含有産業廃棄物）

３２台

２台

１台

１台

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず

塵芥車

５台

江別市角山69番地27

塵芥車

１台

江別市角山69番地27

ダンプ　　（クラムシェル）

キャブオーバ　（ユニック）

江別市角山69番地27

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
（石綿含有産業廃棄物）

がれき類

塵芥車

合　計

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物）

１台



１3）令和3年度環境目標と環境活動計画の実績と評価

二酸化炭素排出量に関しては、売上の増減に伴う業務車両の稼働量や業務量に依存してるので維持管理とします。

収集車の特性上、走行時間より停車し回収機構を動作させる時間が長い為、燃費を数値目標とする事も出来ない。

エコドライブや使用しない時はエンジンを停止する等については、社員全員が理解し、実践しています。

総排水量については弊社の職種がら、やはり衛生面から考えても業務車両及び構内作業場を常に清潔に

保たなければなりませんので毎日の洗浄を心掛けており、洗浄回数の削減の取組は行っておりません。

化学物質は使用しておりません。

目標１≪リサイクル率の向上（スチール缶、アルミ缶、ペットボトル、ビン）≫

スチール缶・アルミ缶・ペットボトル・ビンのリサイクル率向上の目標につきましては、目標値を設定出来ません。

飲料業界全体の使用容器の変動や顧客の排出量の変動などにより回収量が変動する事と、ビン、缶、ペットボトル

その他の廃棄物が混合した状態で回収し、自社倉庫で選別している為、回収量を数値として表せない事と、選別し

パッケージングした物を保管し、相場に合わせて出荷しますが、年に１回か２回、０回の年度も有り、年度替わり

を跨いで保管するので年度毎の選別量も数値化出来ない為に数値目標は設定出来ません。

しかし廃棄物の中から汚れの酷い物等以外は取り出し、リサイクル率を100％に近くする為に徹底分別する事を

従業員に指導し、実行する事を目標としています。

選別後の廃棄物の定期的なチェック及び再指導により、リサイクル可能物の廃棄率の低下を確認しております。

ペットボトルのリサイクル市場が低迷していた為、サーマルリサイクルしていましたが、前年度より市場の回復傾向

に伴い通常のリサイクル出荷を再開した為、ペットボトルの数量が上がってきております。

また、収集時にお客様に対して分別処分の指導などを行っており、お客様自らがリサイクル
に廻しているために、当社で収集する量が減少している事も考えられます。

令和4年度実績
11,667,538円
約16.6％減

下記

下記

リサイクル率の向上
ペットボトル

リサイクル率の向上
ビン

回収不燃物からの徹底分別と顧
客へ排出時の分別指導を行う

回収不燃物からの徹底分別と顧
客へ排出時の分別指導を行う

始業時・終業時の点検を徹底
し、出来るだけ自社で修理を行
う。また修理を依頼する場合は
リユース品を使用してもらう。

下記

（５）

リサイクル率の向上
スチール缶

車両修繕費
5%削減
9,500,000円

回収不燃物からの徹底分別と顧
客へ排出時の分別指導を行う 下記

リサイクル率の向上
アルミ缶

回収不燃物からの徹底分別と顧
客へ排出時の分別指導を行う 下記

廃棄物排出量（産業廃棄物）
発生は油水分離槽の汚泥のみで
あるので適切な処理を行う

油水分離槽の年1回の清掃と汚泥
の処理を適切に実施しました。

廃棄物排出量（一般廃棄物）
(維持管理)

使用済のﾍﾟｰﾊﾟｰ類の再利用再資
源化を徹底し、省エネ・省資源
の運用手順に従う

ﾘｻｲｸﾙ製品やエコマーク付きの商
品を購入しています。

水使用量(維持管理)
水圧を抑えて使用するなど省エ
ネ・省資源の運用手順に従う

蛇口等に「こまめに節水」のシー
ルを貼り節水に努めています。

灯油使用量(維持管理)
暖房時はドアの開け放しはせず
に省エネ・省資源の運用手順に
従う

室温を確認し、無駄な灯油消費を
しないようにしています。

軽油使用量(維持管理)
車両の空吹かしなどを止め、エ
コ運転に徹して車両管理の運用
手順に従う

急発進や急ブレーキなどをしない
で安全運転を心掛け、無駄な燃料
消費をしないように努めていま
す。

環境目標 環境活動計画 環境活動の取組結果と評価

ガソリン使用量(維持管理)
車両の空吹かしなどを止め、エ
コ運転に徹して車両管理の運用
手順に従う

急発進や急ブレーキなどをしない
で安全運転を心掛け、無駄な燃料
消費をしないように努めていま
す。

北海道電力二酸化炭素排出係数　0.533kgCO2/kWh

社屋・倉庫のスイッチ部分にシー
ルを貼って消し忘れなどが無いよ
うに注意を促しています。

二酸化炭素排出量 下記

電力使用量(維持管理)
未使用の照明を切るなど、省エ
ネ・省資源の運用手順に従う



目標２≪車両修繕費令和３年度目標年間1千万円に対し（5%）削減≫　

　　　目標5%削減の9,500,000円に対し11,667,538円の16.6％増と目標を達成できませんでした。

　　　増車し、古い車を処分し新車を導入する事で、一台当たりの単価は削減されているが、

　　　増車した事による車検代、緑ナンバー導入等による点検整備代などの細かい増加に加え

　　　一台エンジン破損によるエンジン載せ替え代が大きく修繕費を増加させた。

　　　今後も今以上に点検、自社修理に努め、修繕費を削減していく。

単　　位

㎏-CO2

北海道電力二酸化炭素排出係数　0.0.533kgCO2/kWh

kWh

ℓ

軽油使用量 ℓ

ℓ

㎥

　㎏　

　㎏　

　㎏　

　㎏　

ペットボトル 　㎏　

　㎏　

円

１４）　令和３、４、５年度中期環境目標及び環境活動計画

二酸化炭素排出量・総排水量・廃棄物排出量の削減については、引き続き手順をきちんと守るという

維持管理にし、環境目標については以下の通りリサイクル率の向上と言う本業に関連した内容を

継続していきます。

ボランティア活動

【上記環境活動計画取決めの説明】

本業に関連した目標と考えた場合に前年度と同じになりますが、弊社が事業活動で取り扱う廃棄

物からどれだけ循環資源物を回収できるかが環境維持にも大きく繋がります。

ボランティア活動として、地域のゴミ拾いや公園のベンチ塗装、環境保護活動等を行っています。

地域社会や江別の自然環境保護のために少しでも貢献する為の活動を続けていきます。

また、車両修繕費削減も同様に適正に整備された車両を使用することによって、燃費の良い走り

をし、排ガス（二酸化炭素）も削減できると考えています。

１５）　次年度以降の取組み

環境目標のうち維持管理目標となっている項目については継続して環境活動を実施していきます。

また、リサイクル率の向上と二酸化炭素排出量削減の取組目標である車両修繕費の目標達成は

環境活動計画の取組を実施していきます。

296

5,800

315

1,026

113,792

209

1,364

5,800

担 当 者

リサイクル率の向上 回収不燃物からの徹底分別

お客様へ分別依頼及び廃棄物削減方法の提案 業務・営業

車両修繕費
5%削減　9,500,000円

8,714,184

スチール缶

業務課
修理依頼先への交渉及びリユース品の使用

（６）

自社での修理対応の強化

業務課

業務・営業ゴミ拾い、環境保全活動の実施

車両修繕費　9,500,000円

始業点・終業時の点検を徹底

中　期　環　境　目　標　内　容 環　境　活　動　計　画

7,740

ビン 5,940

― 3,531

アルミ缶 10,130

廃棄物排出量（一般廃棄物）

廃棄物排出量（産業廃棄物） 5,870

1,076

ガソリン使用量 6,795 7,957

灯油使用量 1,705

水使用量

106,990

918

３年間の推移 令和２年度実績

二酸化炭素排出量 318,925

電力使用量

令和３年度実績

316,252

34,89235,568

7,940

5,176

9,481,444 11,667,538

11,910

10,830

12,310

8,120

10,770

令和４年度実績

335,845

36,850

6,897

2,420

106,894



１６)　　緊急事態想定訓練

2023年2月 江別清掃２階会議室

新型コロナウィルスの流行に伴い、救急救命の講習や外部講師、各種講習への参加は控え、

当社従業員をチーム分けし、応急手当のWEB講習サイトを利用し訓練を行いました。

事故現場を発見した時の初期対応から、怪我や心肺停止状態の方への処置等を動画で学び

選択問題形式で正しい知識を習得出来ているかの確認を行いました。

≪記録写真≫

（７）



１７)　　その他の環境活動取組み事例

１、地域貢献活動

（１）、ベンチ塗装

令和４年度の環境活動として、野幌屯田町公園のベンチ防腐剤塗装を行いました、

屯田町公園は敷地も広く、芝生広場、グリーンボール場、バスケットゴール、大型遊具や

カナール等も有り、子供も大人も利用者の多い公園です。

市では維持管理の予算の中で危険個所の修繕が優先されベンチの塗装までなかなか難しいらしく、

今後もこの活動を通じて地域に貢献していきたいと思います。

≪記録写真≫

（７）



３、屯田兵村林における環境保全活動

昔ながらの江別の環境を後世へ残す為、開拓時代に針葉樹を植樹し防風林として江別を
守って来た屯田兵村林の環境保全活動を50年後100年後を見据え継続事業を行ってきました
が、当社の危惧していた通り、先の台風により高く伸びすぎた針葉樹や菌害による腐食樹が
大量に倒木し立ち入りが危険な状態になった。
北海道が治山事業として風倒木の伐採と植樹作業を行うとの事で、当社活動は休止していたが
前年度より下草刈りが再開との事で、下見を行い、治山事業により様変わりはしていたが、
今まで保護してきた幼木達もかなり残っており、前年度より部分的に再開となりました。
下草刈りを行う業者にマーキングされた幼木は刈らない様にお願いしてあり、植樹された針葉樹の

老木しかない林を、江別に元々自生していた低中高層の多様な樹木の生い茂る林に戻す為の
基礎を作る事を目的とした活動です。

令和４年５月１８日、休止期間中に外れてしまったマーキングの補修作業と、新しく生えて
きた幼木へのマーキング作業を行いました。

（８）



４、　産業廃棄物及び一般廃棄物の収集依頼時にも御客様の立場になって出来るだけ処理料金の

　　　掛らないよう御相談に応じています、また御客様にお願い・説明等を致しまして単純焼却、
　　　埋め立て処分になる物を出来るだけ減らし、リサイクル資源として活用出来る物をより
　　　多く見出せるようにしております。
　　　日々の作業の中でも回収物の中から廃棄物削減に向け徹底分別を行っております。

５、　事務所及び休憩所にて、保管重要書類以外の紙については、印刷されていない部分をメ
　　　モ紙として使用し最後は古紙として取り扱っています。

６、　作業の効率化を計るため社員に特殊免許の取得をサポートしております。

　　　社員教育の一環と致しましても、講習会及び講演会等に数名ずつ交代で参加しておりま

　　　す、設備投資につきましても圧縮機・溶接機など購入しております、これにより例を挙
　　　げますと自社業務車両の多少の破損などについては、自分達にて修理を行って経費削減
　　　を心掛けております。

７、　当社が回収致しました一般廃棄物の不燃ごみより、選別作業によって再資源化致しました
　　　４品目について今年度も引き続き掲載いたします。コロナ禍の影響により、感染予防の為

　　　倉庫に三日以上堆積してからの選別。市場自体の容器材質の変更により全体量が変動。

　　　ペットボトルのリサイクル市場が低迷していた為、サーマルリサイクルしていましたが、

　　　前年度より通常のリサイクル出荷を再開した為、ペットボトルの数量が上がってきております

　　　これからも循環型社会を推進し、廃棄物の削減に心がけリサイクル活動の維持を目指します。

　　　私達は皆さんに適切なアドバイスをし廃棄物の取扱に関心・理解を頂く事も大切な勤めだと
　　　認識しております。
　　　また、気軽に相談して頂けるような地域密着型企業を目指しております。

【分別後の循環資源回収量】

項　　　目 単　位 2022年度

スチール缶 ㎏ 8,120

アルミ缶 ㎏ 10,770

ペットボトル ㎏ 5,176

ビン ㎏ 7,940

１８）環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　適用となる主な環境関連法規につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、

　指定地域における規制基準の遵守を行っています。

　また、違反や訴訟等につきましても関連機関からの指摘は１件も有りませんでした。

   ≪関係する法規≫

　廃棄物処理法、江別市廃棄物の処理及び清掃に関する条例、浄化槽法毒物及び劇物取締法、

　道路・車両の保安基準、火災予防条例、特定家電用機器再商品化法フロン排出抑制法等。

１９）代表者による全体評価と見直しの結果

  

　新型コロナ感染拡大の影響で様々な取り組みに影響が出るものの、日々の環境に対する取り組み

   には、さほど影響なくほぼ例年同様に進んでいると判断しています。

   全てにおいての取り組み、システムに関し変更はありません。

― ―

　（９）

以上


